




























































の結果，本酵素の構造遺伝子はアミラーゼとしては非常に長いこと，および本酵素は α- アミラーゼの 4つの保存領域
(Region1 -4) を有し ， Clostridium 属由来の α- アミラーゼ活性とプルラナーゼ活性を両方とも保持する酵素と最も
相向性が高いことを明らかにしている。さらに， C 末端側には 6 アミノ酸残基 (Gly -Ser -Gly -Thr -Thr -Pro) 





























適 pH がアルカリから中性側に変化していることを証明し，この酵素の C 末端側にはアルカリ性を支配するドメイ
ンが含まれていると考察している。
以上のように，本論文は耐熱性アルカリ性である新規アミラーゼ/プルラナーゼの取得に成功し，醗酵工学に貢献す
るところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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